
「資料 6_必要諸室及び仕様」 凡例 

 ※ 表中「適宜」又は「-」と示す部分については事業者の提案による。 

空欄については不要であることを示すが、事業者の提案により変更することは可能。 

 

（a） 一般事項 

1 要求面積：想定の床面積を示す。要求面積の-5％～+5％までの増減を許容するが、全体の延べ床面積については、庁舎部分は 6950 ㎡(-10%～+10%)とする。 

2 利用人員：参考利用想定人員を示す。利用人員を考慮し、空調計画等に配慮する。 

3 設置階：要望のある場合は、階数を示す。 

4 天井高：表記数値は室内の平均天井高の最低限度を示す。 

5 自然採光：要否を示す。特に要望のある場合は○印とする。 

6 OA フロア：要否を示す。特に要望のある場合は○印とする。 

（b） 扉仕様 

１個別施錠の凡例 

K0 オープンな入退室が可能なようにする。 

K1 
出入口は電気錠とし、ＩＣカード錠方式とする。 

（マスターキーでの解錠も可能とする） 

K2 一般的な締り金物(建具取付)とし、鍵方式とする。 

（c） 遮音性能 

 建築学会による「建築物の遮音性能基準と設計指針」による、室間平均音圧レベル差、床衝撃音レベル、室内騒音に関する適用等級に基づき指定する。特記無き場合は、

事業者提案による。 

（d） 情報通信 

1 電話コンセント：必要個数を示す。 

2 LAN：数字は情報コンセントの必要個数を示す。その他、適宜と記載のある箇所については、OA フロア内部に必要な配管を行うこと。 

3 TV 接続端子：必要個数を示す。 

（e） 電気 

1 非常用電源：非常用コンセントの必要箇所数を示す。 

（ｆ） 給排水衛生 

1 給湯設備：必要個数を示す。利用状況に応じて、給湯機を設置すること。 

2 洗面台：洗面台・流し台を必要個数に応じて設置すること。 

（g） 室内環境 

1 空調：すべての室において空調設備を設けることを基本とし、個別空調の記載がある室に関しては個別に冷暖房切り替え、温度設定が行えることとする。 

 

２主要扉の形状の凡例 

D1 有効寸法 900 以上のバリアフリーに配慮した引き戸(H2100 程度) 

D2 有効寸法 900 以上の開き戸(H2100 程度) 

D3 バリアフリーに配慮した引き戸(寸法は事業者の提案による） 

D4 引き戸式自動扉(多目的トイレ) 

D5 三方枠 



資料６　必要諸室及び仕様

(e) (g)

電気
室内
環境

1 2 3 4 5 5 6 1 1 2 1 2 2 1 2 3 1 1 2 1

常時 最高

窓口 ・総合窓口業務を行う窓口

・エントランスからの動線や視認性に配慮すること。
・市民課・保険医療課の執務スペース内に100㎡程度の総合
窓口部分を設け、受付窓口ブースを15ブース設置すること
とするが、総合窓口業務については市が別途検討する内容
に沿って変更が生じる可能性があるため、検討の結果生じ
るレイアウト変更に対応できる計画とすること。
・窓口のレイアウトについては、「資料8 窓口ブース参考
図」を確認すること。
・ユニバーサルプランとすること。

(100.0
㎡)

1 15名 20名 １階 3.0 - ○ K0 - -
40db
以下

適宜 2箇所

委託職員用
更衣室(男)

・総合窓口委託職員の更衣室 ・15人分の更衣ロッカーを設置できるようにすること。 10.0㎡ 1 15名 15名 - 2.7 - - K2 D2 - - - ○
個別
空調

委託職員用
更衣室(女)

・総合窓口委託職員の更衣室 ・15人分の更衣ロッカーを設置できるようにすること。 10.0㎡ 1 15名 15名 - 2.7 - - K2 D2 - - - ○
個別
空調

委託職員用
休憩室

・総合窓口委託職員の休憩室 ・委託職員用更衣室と隣接して設けること。 30.0㎡ 1 15名 15名 - 2.7 - - K2 D2 - -
40db
以下

1 1 ○
個別
空調

市民課
執務スペース

・市民課の職員の執務スペース

・窓口を２つ設けること。
・窓口のレイアウトについては、「資料8 窓口ブース参考
図」を確認すること。
・プライバシーに配慮し、窓口には間仕切り等を設置する
こと。
・ユニバーサルプランとすること。

300.0
㎡

1 29名 29名 １階 3.0 - ○ K0 - -
40db
以下

9 適宜 1 2箇所

市民課
相談室

・市民課用の相談室
・市民課の執務スペースから出入り可能な計画とするこ
と。
・相談内容が漏れないようプライバシーに配慮すること。

10.0㎡ 3 4名 4名 １階 3.0 - ○ K2 D1
D-45
以上

-
35db
以下

1 2箇所

市民相談室 ・市民のための相談室
・市民課の執務スペースに近接させること。
・相談内容が漏れないようプライバシーに配慮すること。

5.0㎡ 2 3名 3名 １階 3.0 - ○ K2 D1
D-45
以上

-
35db
以下

1

市民課
プレイコーナー

・来庁者用のプレイコーナー
・来庁者(保護者)及び職員から容易に見えるような計画す
ること。

10.0㎡ 1 - - １階 3.0 - - K0 - - - 1

室間
平均
音圧レ
ベル差

　
総
合
窓
口

　
市
民
課

空調
主要
扉の
形状

出入
口の
施錠
方式

OA
フロア

自然
採光

床衝撃
音レベ
ル

(重量衝撃源)
(軽量衝撃源)

洗面
台

諸室名 用途

電話
設置
台数

要求
部屋
面積
㎡

要求
室数

(c)

利用
人員

特記事項

(d)

室内
騒音に
関する
適用
等級

LAN
TV
接続
端子

天井
高さ

設置
階

非常
用電
源

給湯
設備

(f)

一般事項 扉仕様 遮音性能 情報通信
給排水

衛生設備

(a) (b)

1



資料６　必要諸室及び仕様

(e) (g)

電気
室内
環境

1 2 3 4 5 5 6 1 1 2 1 2 2 1 2 3 1 1 2 1

常時 最高

室間
平均
音圧レ
ベル差

空調
主要
扉の
形状

出入
口の
施錠
方式

OA
フロア

自然
採光

床衝撃
音レベ
ル

(重量衝撃源)
(軽量衝撃源)

洗面
台

諸室名 用途

電話
設置
台数

要求
部屋
面積
㎡

要求
室数

(c)

利用
人員

特記事項

(d)

室内
騒音に
関する
適用
等級

LAN
TV
接続
端子

天井
高さ

設置
階

非常
用電
源

給湯
設備

(f)

一般事項 扉仕様 遮音性能 情報通信
給排水

衛生設備

(a) (b)

 
保
険
医
療
課

保険医療課
執務スペース

・保険医療課の職員の執務スペース

・窓口を２つ設けること。
・窓口のレイアウトについては、「資料8 窓口ブース参考
図」を確認すること。
・プライバシーに配慮し、窓口には間仕切り等を設置する
こと。
・ユニバーサルプランとすること。

122.0
㎡

1 20名 20名 １階 3.0 - ○ K0 - -
40db
以下

9 適宜 1 2箇所

子育て支援課
執務スペース

・子育て支援課の職員の執務スペース

・窓口を２つ設けること。
・窓口のレイアウトについては、「資料8 窓口ブース参考
図」を確認すること。
・プライバシーに配慮し、窓口には間仕切り等を設置する
こと。
・ユニバーサルプランとすること。

149.0
㎡

1 20名 20名 - 2.7 - ○ K0 - -
40db
以下

9 適宜 1 2箇所

子育て支援課
相談室

・子育て支援課用の相談室
・子育て支援課の執務スペースと近接して設けること。
・相談内容が漏れないようプライバシーに配慮すること。

20.0㎡ 2 6名 6名 - 2.7 - ○ K2 D1
D-45
以上

-
35db
以下

1

子育て支援課
プレイコーナー

・来庁者用のプレイコーナー
・来庁者(保護者)及び職員から容易に見えるような計画す
ること。

15.0㎡ 1 - - - 2.7 - - K0 - - - 1

介護保険課
執務スペース

・介護保険課の職員の執務スペース

・窓口を２つ設けること。
・窓口のレイアウトについては、「資料8 窓口ブース参考
図」を確認すること。
・プライバシーに配慮し、窓口には間仕切り等を設置する
こと。
・ユニバーサルプランとすること。

171.0
㎡

1 20名 20名 - 2.7 - ○ K0 - -
40db
以下

14 適宜 1 2箇所

介護保険課
審査会室

・介護保険課用の審査会室

・庁内ネットワークと接続しパソコンを利用し会議を行う
ことから、庁内ネットワークと接続できるLANコンセント等
を設けること。
・介護保険課執務スペースと別フロアに設置可。

30.0㎡ 2 10名 10名 - 2.7 ○ ○ K2 D2
D-45
以上

-
35db
以下

1 1
個別
空調

 
子
育
て
支
援
課

　
介
護
保
険
課
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資料６　必要諸室及び仕様

(e) (g)

電気
室内
環境

1 2 3 4 5 5 6 1 1 2 1 2 2 1 2 3 1 1 2 1

常時 最高

室間
平均
音圧レ
ベル差

空調
主要
扉の
形状

出入
口の
施錠
方式

OA
フロア

自然
採光

床衝撃
音レベ
ル

(重量衝撃源)
(軽量衝撃源)

洗面
台

諸室名 用途

電話
設置
台数

要求
部屋
面積
㎡

要求
室数

(c)

利用
人員

特記事項

(d)

室内
騒音に
関する
適用
等級

LAN
TV
接続
端子

天井
高さ

設置
階

非常
用電
源

給湯
設備

(f)

一般事項 扉仕様 遮音性能 情報通信
給排水

衛生設備

(a) (b)

障がい福祉課
執務スペース

・障がい福祉課の職員の執務スペース

・車椅子利用者に対応可能となる十分なスペースを確保す
ること。
・窓口を２つ設けること。
・窓口のレイアウトについては、「資料8 窓口ブース参考
図」を確認すること。
・プライバシーに配慮し、窓口には間仕切り等を設置する
こと。
・ユニバーサルプランとすること。

163.0
㎡

1 21名 21名 - 2.7 - ○ K0 - -
40db
以下

9 適宜 1 2箇所

障がい福祉課
相談室

・障がい福祉課用の相談室

・障がい福祉課の執務スペースと近接して設けること。
・車椅子利用者に対応可能となる十分なスペースを確保す
ること。
・相談内容が漏れないようプライバシーに配慮すること。

7.5㎡ 3 3名 3名 - 2.7 - ○ K2 D1
D-45
以上

-
35db
以下

1

障がい福祉課
審査会室

・障がい福祉課用の審査会室

・庁内ネットワークと接続しパソコンを利用し会議を行う
ことから、庁内ネットワークと接続できるLANコンセント等
を設けること。
・障がい福祉課執務スペースと別フロアに設置可。

50.0㎡ 1 16名 16名 - 2.7 ○ ○ K2 D2
D-45
以上

-
35db
以下

1
個別
空調

こども未来課
執務スペース

・こども未来課の職員の執務スペース

・窓口を２つ設けること。
・窓口のレイアウトについては、「資料8 窓口ブース参考
図」を確認すること。
・プライバシーに配慮し、窓口には間仕切り等を設置する
こと。
・ユニバーサルプランとすること。

113.0
㎡

1 13名 13名 - 2.7 - ○ K0 - -
40db
以下

6 適宜 1 2箇所

こども未来課
相談室

・こども未来課用の相談室
・こども未来課の執務スペースと近接して設けること。
・相談内容が漏れないようプライバシーに配慮すること。

20.0㎡ 2 5名 5名 - 2.7 - ○ K2 D1
D-45
以上

-
35db
以下

1

税務課
執務スペース

・税務課の職員の執務スペース

・窓口を２つ設けること。
・窓口のレイアウトについては、「資料8 窓口ブース参考
図」を確認すること。
・プライバシーに配慮し、窓口には間仕切り等を設置する
こと。
・ユニバーサルプランとすること。

300.0
㎡

1 37名 37名 - 2.7 ○ ○ K0 - -
40db
以下

14 適宜 1 2箇所

税務課
相談室

・税務課用の相談室

・税務課執務スペースと近接して設けること。
・2室のうち1室は、税務課の執務スペースから出入り可能
な計画とすること。
・相談内容が他の来庁者に漏れないようプライバシーに配
慮すること。

25.0㎡ 2 8名 8名 - 2.7 - ○ K2 D1
D-45
以上

-
35db
以下

1

　
税
務
課

 
こ
ど
も
未
来
課

　
障
が
い
福
祉
課
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資料６　必要諸室及び仕様

(e) (g)

電気
室内
環境

1 2 3 4 5 5 6 1 1 2 1 2 2 1 2 3 1 1 2 1

常時 最高

室間
平均
音圧レ
ベル差

空調
主要
扉の
形状

出入
口の
施錠
方式

OA
フロア

自然
採光

床衝撃
音レベ
ル

(重量衝撃源)
(軽量衝撃源)

洗面
台

諸室名 用途

電話
設置
台数

要求
部屋
面積
㎡

要求
室数

(c)

利用
人員

特記事項

(d)

室内
騒音に
関する
適用
等級

LAN
TV
接続
端子

天井
高さ

設置
階

非常
用電
源

給湯
設備

(f)

一般事項 扉仕様 遮音性能 情報通信
給排水

衛生設備

(a) (b)

収税課
執務スペース

・収税課の職員の執務スペース

・窓口を２つ設けること。
・窓口のレイアウトについては、「資料8 窓口ブース参考
図」を確認すること。
・プライバシーに配慮し、窓口には間仕切り等を設置する
こと。
・会計課の執務スペースと近接して設けること。
・ユニバーサルプランとすること。

153.0
㎡

1 23名 23名 - 2.7 - ○ K0 - -
40db
以下

6 適宜 1 2箇所

収税課
相談室

・収税課用の相談室
・収税課の執務スペースと近接して設けること。
・相談内容が他の来庁者に漏れないようプライバシーに配
慮すること。

7.5㎡ 5 4名 4名 - 2.7 - ○ K2 D1
D-45
以上

-
35db
以下

1

収税課
会議室①

・収税課用の会議室
・スクリーンの設置や映写可能な壁面を設ける等して、プ
ロジェクター等における映写が行えるよう計画すること。
・収税課の執務スペースと同フロアに設けること。

30.0㎡ 1 8名 8名 - 2.7 ○ ○ K2 D2
D-45
以上

-
35db
以下

1
個別
空調

収税課
会議室②

・収税課用の会議室

・スクリーンの設置や映写可能な壁面を設ける等して、プ
ロジェクター等における映写が行えるよう計画すること。
・音響機器(スピーカー等)を設置すること。
・収税課執務スペースと別フロアに設置可。
・2室利用できるよう、可動間仕切りを設ける。

90.0㎡ 1 48名 48名 - 2.7 ○ ○ K2 D2
D-45
以上

-
35db
以下

1
個別
空調

会計課
執務スペース

・会計課の職員の執務スペース

・窓口を２つ設けること。
・窓口のレイアウトについては、「資料8 窓口ブース参考
図」を確認すること。
・プライバシーに配慮し、窓口には間仕切り等を設置する
こと。
・レイアウトについては、「資料9 会計課参考図」を確認
すること。
・ユニバーサルプランとすること。

117.0
㎡

1 11名 11名 - 2.7 - ○ K0 - -
40db
以下

5 適宜 1 2箇所

市金庫 ・市の税金の収受を行うスペース
・会計課の執務スペースから出入り可能な構造とするこ
と。
・収受を行う開閉できる窓を設け、防犯に考慮すること。

12.0㎡ 1 4名 4名 - 2.7 - K1 D2 - - - 1

金庫 ・現金、領収書等の保管庫
・金庫を設置するため、床荷重等に配慮すること。
・会計課の執務スペースから出入り可能な構造とするこ
と。

12.0㎡ 1 3名 3名 - 2.7 - K1 D2 - - - 1

会計課
用品庫

・物品等の保管庫 ・会計課の執務スペースに近接して設けること。 65.0㎡ 1 12名 12名 - 2.7 - ○ K2 D2 - - - 1

　
収
税
課

 
会
計
課
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資料６　必要諸室及び仕様

(e) (g)

電気
室内
環境

1 2 3 4 5 5 6 1 1 2 1 2 2 1 2 3 1 1 2 1

常時 最高

室間
平均
音圧レ
ベル差

空調
主要
扉の
形状

出入
口の
施錠
方式

OA
フロア

自然
採光

床衝撃
音レベ
ル

(重量衝撃源)
(軽量衝撃源)

洗面
台

諸室名 用途

電話
設置
台数

要求
部屋
面積
㎡

要求
室数

(c)

利用
人員

特記事項

(d)

室内
騒音に
関する
適用
等級

LAN
TV
接続
端子

天井
高さ

設置
階

非常
用電
源

給湯
設備

(f)

一般事項 扉仕様 遮音性能 情報通信
給排水

衛生設備

(a) (b)

環境衛生課
執務スペース

・環境衛生課の職員の執務スペース

・窓口を２つ設けること。
・窓口のレイアウトについては、「資料8 窓口ブース参考
図」を確認すること。
・プライバシーに配慮し、窓口には間仕切り等を設置する
こと。
・ユニバーサルプランとすること。

70.0㎡ 1 7名 7名 - 2.7 - ○ K0 - -
40db
以下

5 適宜 1 2箇所

環境衛生課
相談室

・環境衛生課用の相談室
・環境衛生課の執務スペースに近接して設けること。
・相談内容が漏れないようプライバシーに配慮すること。

15.0㎡ 1 6名 6名 - 2.7 - ○ K2 D1
D-45
以上

-
35db
以下

1

福祉総務課
執務スペース

・福祉総務課の職員の執務スペース

・窓口を２つ設けること。
・窓口のレイアウトについては、「資料8 窓口ブース参考
図」を確認すること。
・プライバシーに配慮し、窓口には間仕切り等を設置する
こと。
・ユニバーサルプランとすること。

140.0
㎡

1 14名 14名 - 2.7 - ○ K0 - -
40db
以下

6 1 1 2箇所

福祉総務課
相談室①

・福祉総務課用の相談室

・車椅子利用者に対応可能となる十分なスペースを確保す
ること。
・福祉総務課の執務スペースから出入り可能な計画とする
こと。
・相談内容が漏れないようプライバシーに配慮すること。

20.0㎡ 1 8名 8名 - 2.7 - ○ K2 D1
D-45
以上

-
35db
以下

1

福祉総務課
相談室②

・福祉総務課用の相談室
・福祉総務課の執務スペースから出入り可能な計画とする
こと。
・相談内容が漏れないようプライバシーに配慮すること。

10.0㎡ 1 4名 4名 - 2.7 - ○ K2 D1
D-45
以上

-
35db
以下

1

生活福祉課
執務スペース

・生活福祉課の職員の執務スペース

・窓口を２つ設けること。
・窓口のレイアウトについては、「資料8 窓口ブース参考
図」を確認すること。
・プライバシーに配慮し、窓口には間仕切り等を設置する
こと。
・ユニバーサルプランとすること。

180.0
㎡

1 21名 21名 - 2.7 - ○ K0 - -
40db
以下

6 適宜 1 2箇所

生活福祉課
相談室

・生活福祉課用の相談室

・車椅子利用者に対応可能となる十分なスペースを確保す
ること。
・生活福祉課の執務スペースから出入り可能な計画とする
こと。
・相談内容が漏れないようプライバシーに配慮すること。

8.0㎡ 3 4名 4名 - 2.7 - ○ K2 D1
D-45
以上

-
35db
以下

1

 
環
境
衛
生
課

 
福
祉
総
務
課

　
生
活
福
祉
課
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資料６　必要諸室及び仕様

(e) (g)

電気
室内
環境

1 2 3 4 5 5 6 1 1 2 1 2 2 1 2 3 1 1 2 1

常時 最高

室間
平均
音圧レ
ベル差

空調
主要
扉の
形状

出入
口の
施錠
方式

OA
フロア

自然
採光

床衝撃
音レベ
ル

(重量衝撃源)
(軽量衝撃源)

洗面
台

諸室名 用途

電話
設置
台数

要求
部屋
面積
㎡

要求
室数

(c)

利用
人員

特記事項

(d)

室内
騒音に
関する
適用
等級

LAN
TV
接続
端子

天井
高さ

設置
階

非常
用電
源

給湯
設備

(f)

一般事項 扉仕様 遮音性能 情報通信
給排水

衛生設備

(a) (b)

　
庁
舎
共
通
1

交流スペース
・来庁者、観光客が滞在・交流できる
スペース

・閉庁時に利用可能なように区画し、セキュリティを確保
すること。
・観光イベント等で利用することも想定し、大型モニ
ター、移動式の展示パネル・椅子等を配置し、音響設備を
設けること。
・イベント時等に照明器具等を設置できる計画とするこ
と。

300.0
㎡

1 - 200名 1階

上部
吹き抜
け

5.0m以
上

○ - K0 - -
40db
以下

2 適宜 2 5箇所

職員更衣室(男) ・職員用更衣室
・150人分の更衣ロッカーを設置できるようにすること。
・ロッカーは、縦型4人用とすること。

60.0㎡ 1 50名 150名 - 2.7 - - K2 D2 - - 1 ○
個別
空調

職員更衣室(女) ・職員用更衣室
・150人分の更衣ロッカーを設置できるようにすること。
・ロッカーは、縦型4人用とすること。

60.0㎡ 1 50名 150名 - 2.7 - - K2 D2 - - 1 ○
個別
空調

職員休憩室 ・職員用休憩室 ・給湯設備を設けること。 80.0㎡ 1 25名 40名 - 2.7 ○ - K2 D2 - -
40db
以下

1 1 ○ ○
個別
空調

当直・防災室

・閉庁時間における窓口業務(届出など
の受付)、
各機器や警報、監視設備等の管理及び
監視を行う室。

・監視盤の警報を一括表示する盤を設置し、 空調、衛生、
その他主要設備ごとの一括警報を表示すること。集中管理
パネルに、各設備方式に応じた適切な監視盤を設置するこ
と。
・各室空調機は、当直・防災室の集中管理装置により強制
停止やスケジュール制御、熱量（生産・消費）監視を行え
るようにすること。また、室内側空調機スイッチで、強制
停止制御を解除し再起動できるものとすること。
・シャワー設備を設けること。

- 1 - - 1階 2.7 ○ - K2 D2 - -
40db
以下

2 2 1 2箇所 ○ ○
個別
空調

授乳室 ・来庁者用の授乳スペース
・プライバシーに配慮すること。
・1台以上のおむつ交換台を設けること。
・非常警報設備を設けること。

- 1 - - 1階 - - - K2 D1 - -
35db
以下

○ ○

１階待合スペース ・1階待合ロビー

・待合スペースで人が滞留しないように来庁から目的地ま
での動線を考慮すること。
・窓口用の受付番号処理システム（発券機・電光掲示板・
ボイスコール）の設置スペースを確保すること。
・証明自動交付機１台の配置スペースを確保すること。
・利用人数を考慮し待合スペースを確保すること。
・公衆電話を1台以上設けること。

- 1 - - 1階 3.0 - - K0 - -
40db
以下

1 2箇所
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資料６　必要諸室及び仕様

(e) (g)

電気
室内
環境

1 2 3 4 5 5 6 1 1 2 1 2 2 1 2 3 1 1 2 1

常時 最高

室間
平均
音圧レ
ベル差

空調
主要
扉の
形状

出入
口の
施錠
方式

OA
フロア

自然
採光

床衝撃
音レベ
ル

(重量衝撃源)
(軽量衝撃源)

洗面
台

諸室名 用途

電話
設置
台数

要求
部屋
面積
㎡

要求
室数

(c)

利用
人員

特記事項

(d)

室内
騒音に
関する
適用
等級

LAN
TV
接続
端子

天井
高さ

設置
階

非常
用電
源

給湯
設備

(f)

一般事項 扉仕様 遮音性能 情報通信
給排水

衛生設備

(a) (b)

　
庁
舎
共
通
2

2階待合スペース ・2階待合ロビー ・利用人数を考慮し待合スペースを確保すること。 - 1 - - 2階 2.7 - - K0 - -
40db
以下

1 2箇所

3階待合スペース ・3階待合ロビー ・利用人数を考慮し待合スペースを確保すること。 - 1 - - 3階 2.7 - - K0 - -
40db
以下

1 2箇所

4階待合スペース ・4階待合ロビー ・利用人数を考慮し待合スペースを確保すること。 - 1 - - 4階 2.7 - - K0 - -
40db
以下

1 2箇所

会議室A ・全課共用の会議室

・スクリーンの設置や映写可能な壁面を設ける等して、プ
ロジェクター等における映写が行えるような計画とするこ
と。
・音響機器(スピーカー等を設置すること）
・2室利用できるよう、可動間仕切りを設けること。

130.0
㎡

1 96名 96名 - 2.7 ○ - K2 D2
D-45
以上

-
35db
以下

1 適宜 1
個別
空調

会議室B ・全課共用の会議室

・スクリーンの設置や映写可能な壁面を設ける等して、プ
ロジェクター等における映写が行えるような計画とするこ
と。
・会計課執務スペースと近接させること。

40.0㎡ 1 10名 10名 - 2.7 ○ ○ K2 D2
D-45
以上

-
35db
以下

1 適宜 1
個別
空調

会議室C ・全課共用の会議室
・スクリーンの設置や映写可能な壁面を設ける等して、プ
ロジェクター等における映写が行えるような計画とするこ
と。

50.0㎡ 1 24名 24名 - 2.7 ○ ○ K2 D2
D-45
以上

-
35db
以下

1 適宜 1
個別
空調

サーバー室 ・コンピューター室

・主出入り口は前室に設け、入退室管理を前室で行えるよ
う計画すること。。
・前室の規模は25㎡程度とし、6人程度の執務空間を設ける
こと。
・専用電源、専用消火設備を設けること。
・サーバーの損傷を防ぐ消火設備とすること。
・温湿度、漏水、火災、電源異常の検知センサを取り付け
24時間監視とすること。
・非常時を除き通常の出入口は1つとすること。
・安全に避難できるよう非常用の出入り口を確保し、災害
発生時には開錠できる構造のものとすること。
・窓からの侵入を防ぐ対策を講じること。
・障害発生時の連絡用電話機を設置のこと。
・二重床とし床下空調とすること。空調機は2系統設置する
こと。
・耐震または免震対策を講じること。

100.0
㎡

1 6名 6名 - 2.7 - ○ K1 D2
D-45
以上

-
35db
以下

3 適宜 適宜

24時
間

個別
空調
※2系
統設
置
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資料６　必要諸室及び仕様

(e) (g)

電気
室内
環境

1 2 3 4 5 5 6 1 1 2 1 2 2 1 2 3 1 1 2 1

常時 最高

室間
平均
音圧レ
ベル差

空調
主要
扉の
形状

出入
口の
施錠
方式

OA
フロア

自然
採光

床衝撃
音レベ
ル

(重量衝撃源)
(軽量衝撃源)

洗面
台

諸室名 用途

電話
設置
台数

要求
部屋
面積
㎡

要求
室数

(c)

利用
人員

特記事項

(d)

室内
騒音に
関する
適用
等級

LAN
TV
接続
端子

天井
高さ

設置
階

非常
用電
源

給湯
設備

(f)

一般事項 扉仕様 遮音性能 情報通信
給排水

衛生設備

(a) (b)

倉庫①
・市民課用の倉庫
※執務スペースへの用途変更有り

70.0㎡ 1 - - - 2.7 ○ ○ K2 D2 - -
40db
以下

1 適宜
個別
空調

倉庫②
・保険医療課用の倉庫
※執務スペースへの用途変更有

20.0㎡ 2 - - - 2.7 - ○ K2 D2 - -
40db
以下

1 適宜
個別
空調

倉庫③
・子育て支援課用の倉庫
※執務スペースへの用途変更有

40.0㎡ 1 - - - 2.7 ○ ○ K2 D2 - -
40db
以下

1 適宜
個別
空調

倉庫④
・介護保険課用の倉庫
※執務スペースへの用途変更有

30.0㎡ 1 - - - 2.7 - ○ K2 D2 - -
40db
以下

1 適宜
個別
空調

倉庫⑤
・障がい福祉課用の倉庫
※執務スペースへの用途変更有

40.0㎡ 1 - - - 2.7 ○ ○ K2 D2 - -
40db
以下

1 適宜
個別
空調

倉庫⑥
・こども未来課用の倉庫
※執務スペースへの用途変更有

30.0㎡ 1 - - - 2.7 - ○ K2 D2 - -
40db
以下

1 適宜
個別
空調

倉庫⑦ ・税務課用の倉庫
150.0
㎡

1 - - - 2.7 ○ ○ K2 D2 - -
40db
以下

1 適宜
個別
空調

倉庫⑧
・収税課用の倉庫
※執務スペースへの用途変更有

100.0
㎡

1 - - - 2.7 ○ ○ K2 D2 - -
40db
以下

1 適宜
個別
空調

倉庫⑨ ・環境衛生課用の倉庫 16.0㎡ 1 - - - 2.7 - ○ K2 D2
D-45
以上

-
40db
以下

1 適宜
個別
空調

　
庁
舎
共
通
3
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資料６　必要諸室及び仕様

(e) (g)

電気
室内
環境

1 2 3 4 5 5 6 1 1 2 1 2 2 1 2 3 1 1 2 1

常時 最高

室間
平均
音圧レ
ベル差

空調
主要
扉の
形状

出入
口の
施錠
方式

OA
フロア

自然
採光

床衝撃
音レベ
ル

(重量衝撃源)
(軽量衝撃源)

洗面
台

諸室名 用途

電話
設置
台数

要求
部屋
面積
㎡

要求
室数

(c)

利用
人員

特記事項

(d)

室内
騒音に
関する
適用
等級

LAN
TV
接続
端子

天井
高さ

設置
階

非常
用電
源

給湯
設備

(f)

一般事項 扉仕様 遮音性能 情報通信
給排水

衛生設備

(a) (b)

倉庫⑩
・福祉総務課用の倉庫
※執務スペースへの用途変更有

40.0㎡ 1 - - - 2.7 ○ ○ K2 D2 - -
40db
以下

1 適宜
個別
空調

倉庫⑪ ・生活福祉課用の倉庫 ・生活福祉課の執務スペースに近接させること。 20.0㎡ 1 - - - 2.7 ○ ○ K2 D2 - -
40db
以下

1 適宜
個別
空調

倉庫⑫ ・生活福祉課用の倉庫 40.0㎡ 1 - - - 2.7 ○ ○ K2 D2 - -
40db
以下

1 適宜
個別
空調

各階トイレ ・来庁者用のトイレ

・男子・女子トイレともに手すり、乳幼児用椅子を適宜設
置すること。
・総合窓口、子育て支援課、こども未来課の設置階には、
子ども用便器を設置すること。

適宜 適宜 適宜 適宜
各階
設置

- - K2 D3 - - - ○

各階多目的トイレ ・車椅子対応の多機能トイレ
・非常警報設備を設置すること。
・オストメイト設備を少なくとも1箇所以上設置すること。

適宜 適宜 適宜 適宜
各階
設置

- - K2 D4 - - - ○

職員用トイレ ・職員用トイレ 適宜 適宜 適宜 適宜
各階
設置

- - K2 D2 - - - ○

給湯室 ・職員用給湯室 適宜 適宜 適宜 適宜
各階
設置

- - K0 D5 - - - ○ ○

災害備蓄庫 ・災害時の備品を収用する倉庫
・庁舎職員、委託職員が3日間滞在することができる飲食、
毛布等を収納する。

60.0㎡ 1 - - - K2 D2 - - -

ゴミ集積所
資源物保管庫

・ゴミ置場、資源物保管庫
・庁舎、コンベンション施設、展望施設、観光振興支援施
設から排出されるゴミ、資源ゴミを集積する場所。
・ゴミ収集車で搬出が可能な位置に設けること。

15.0㎡ 1 - - - K2 D2 - - -

設備機械室 ・設備機械室 適宜 適宜 適宜 - - K2 - - - - 適宜

　
庁
舎
共
通
4
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資料６　必要諸室及び仕様

(e) (g)

電気
室内
環境

1 2 3 4 5 5 6 1 1 2 1 2 2 1 2 3 1 1 2 1

常時 最高

室間
平均
音圧レ
ベル差

空調
主要
扉の
形状

出入
口の
施錠
方式

OA
フロア

自然
採光

床衝撃
音レベ
ル

(重量衝撃源)
(軽量衝撃源)

洗面
台

諸室名 用途

電話
設置
台数

要求
部屋
面積
㎡

要求
室数

(c)

利用
人員

特記事項

(d)

室内
騒音に
関する
適用
等級

LAN
TV
接続
端子

天井
高さ

設置
階

非常
用電
源

給湯
設備

(f)

一般事項 扉仕様 遮音性能 情報通信
給排水

衛生設備

(a) (b)

フロント
・客室の予約、レセプション、イン
フォメーション、キャッシャー、電話
交換等を行う受付

- - - - - 3.0 ○ - - - - 適宜 - ○

ロビー ・宿泊客の待合スペース
・広域拠点の観光施設としてふさわしい設えのロビーの内
装計画とし、利用者がくつろげるソファ等の備品を配置す
ること

- - - - - 3.0 ○ - - - - - ○

シングルルーム ・１人用の客室

・ベッド1台、テレビ・電話・インターネット等備品を設置
すること。
・採光・通風・遮音・吸音に配慮した良好な環境を提供す
ること。
・部屋ごとに個別に温度設定できる空調設備を設置するこ
と。
・各客間及び廊下との界壁は遮音性能と防火性に配慮した
仕様とすること。
・市では、客室１室あたりの面積を、シングル18㎡程度、
ツイン24㎡程度と想定し、シングルとツインの客室数の割
合は５：５程度を想定しているが、事業者の提案とする。

- - - - - 2.7 ○ - -
D-50
以上

L-50以下
L-45以下

35db
以下

- 1 1 ○
個別
空調

ツインルーム ・２人用の客室

・ベッド2台、テレビ・電話・インターネット等備品を設置
すること。
・採光・通風・遮音・吸音に配慮した良好な環境を提供す
ること。
・部屋ごとに個別に温度設定できる空調設備を設置するこ
と。
・エクストラベッドが設置できる部屋を一定程度用意する
こと。
・車いす利用者も利用可能なユニバーサルデザインに配慮
した部屋を一定程度設けること。
・各客間及び廊下との界壁は遮音性能と防火性に配慮した
仕様とすること。
・市では、客室１室あたりの面積を、シングル18㎡程度、
ツイン24㎡程度と想定し、シングルとツインの客室数の割
合は５：５程度を想定しているが、事業者の提案とする。

- - - - - 2.7 ○ - -
D-50
以上

L-50以下
L-45以下

35db
以下

- 1 1 ○
個別
空調

浴場 ・宿泊者用の浴場

・男女別に設け、脱衣室・洗面・トイレを浴場内に設ける
こと。
・宿泊施設利用人数に応じた浴室・脱衣室の広さとし、男
女別に15人以上の同時利用が可能な広さとすること。詳細
な浴場広さ等については事業者の提案による。
・ユニバーサルデザインに配慮した計画とし、適切な位置
に手すり等を設けること。
・床はすべりにくい素材のものを使用すること。

- - - - - ○ - - - - - - - ○

男女トイレ ・宿泊者及び従業員用トイレ - - - - - - - - - - - - - ○

多目的トイレ ・車椅子対応の多機能トイレ
・非常警報設備を設置すること。
・オストメイト設備を設置すること。

- - - - - - - - - - - - - ○

　
宿
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資料６　必要諸室及び仕様

(e) (g)

電気
室内
環境

1 2 3 4 5 5 6 1 1 2 1 2 2 1 2 3 1 1 2 1

常時 最高

室間
平均
音圧レ
ベル差

空調
主要
扉の
形状

出入
口の
施錠
方式

OA
フロア

自然
採光

床衝撃
音レベ
ル

(重量衝撃源)
(軽量衝撃源)

洗面
台

諸室名 用途

電話
設置
台数

要求
部屋
面積
㎡

要求
室数

(c)

利用
人員

特記事項

(d)

室内
騒音に
関する
適用
等級

LAN
TV
接続
端子

天井
高さ

設置
階

非常
用電
源

給湯
設備

(f)

一般事項 扉仕様 遮音性能 情報通信
給排水

衛生設備

(a) (b)

ホワイエ
・コンベンション利用者の休憩施設等
で使用する待合ロビー

・コンベンション利用者が休憩時に歓談できるスペースを
設けること。

- - - - - 3.0 - - - - - - - - 1

受付 ・コンベンションの受付を行う窓口
・2～3名が対応できるカウンターを設けること。
・車いす利用者に配慮したカウンターとすること。

- - - - - 3.0 - - - - - - - - -

コンベンション
・会議・ホテルのバンケット・観光イ
ベント・講演会など多目的に利用する
ホール

・200㎡以上の大会議室を1室設けること。小会議に対応で
きるよう、可動間仕切りを設け2室利用できる構造とするこ
と。
・採光・通風・遮音・吸音等に配慮した良好な環境を提供
すること。ただし電動式で暗転利用できること。
・可動式の舞台・椅子を設置する。またそのための倉庫を
適宜設けること。
・電動式上下スライド、収納が可能なホワイトボードを設
けること。ホワイトボードはプロジェクター投影も可能な
素材とすること。
・プロジェクターを設置すること。
・コンベンション・バンケット等利用に適した音響設備、
照明設備を設けること。

- 1 - - - 3.0 ○ - -
D-45
以上

-
35db
以下

- - 1 - - -

控室 ・講師控室 - - - - - 2.7 - - - - - - - 1 1

男女トイレ ・利用者及び従業員用トイレ - - - - - - - - - - - - - ○

多目的トイレ ・車椅子対応の多機能トイレ
・非常警報設備を設置すること。
・オストメイト設備を設置すること。

- - - - - - - - - - - - - ○

展望デッキ
・藤原宮跡・大和三山を眺望できる展
望デッキ

・建築物の高さの最高限度(45m)を活用し、藤原京跡、大和
三山及び二上山を眺望できる施設とすること。
・採光・通風・遮音・吸音等に配慮した良好な環境を提供
すること。
・橿原市・中南和・近畿圏の歴史と文化を展示・説明でき
るスペースを設け、適宜眺望エリアの案内版を設置し、観
光案内が行える施設とすること。

- - - - - 3.0 ○ - - - - - - 1 - - - -

倉庫 ・物品等の保管庫 - - - - - - K2 D2 - - - - -
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資料６　必要諸室及び仕様

(e) (g)

電気
室内
環境

1 2 3 4 5 5 6 1 1 2 1 2 2 1 2 3 1 1 2 1

常時 最高

室間
平均
音圧レ
ベル差

空調
主要
扉の
形状

出入
口の
施錠
方式

OA
フロア

自然
採光

床衝撃
音レベ
ル

(重量衝撃源)
(軽量衝撃源)

洗面
台

諸室名 用途

電話
設置
台数

要求
部屋
面積
㎡

要求
室数

(c)

利用
人員

特記事項

(d)

室内
騒音に
関する
適用
等級

LAN
TV
接続
端子

天井
高さ

設置
階

非常
用電
源

給湯
設備

(f)

一般事項 扉仕様 遮音性能 情報通信
給排水

衛生設備

(a) (b)

飲食店等
・庁舎や宿泊施設等利用者の休憩所と
して使用できる飲食店等

・庁舎や宿泊施設等利用者の利便性の向上を図ること。 - - - - - 2.7 ○ - - - - - - - - - - -

物品販売施設等
・庁舎や宿泊施設等利用者に物品を販
売する物品販売施設等

・庁舎や宿泊施設等利用者の利便性の向上を図ること。 - - - - - 2.7 ○ - - - - - - - - - - -

観光コンシェル
ジュ

・観光コンシェルジュによる観光情報
の発信、独自の観光モデルコースの提
供、各種手配等を提供する。

・2名程度の対応ができる案内カウンターを設けること。
・車いす利用者に配慮すること。

- - - - - 2.7 - - - - - 1 1 -

展示スペース
・展示パネルによる橿原市・中南和・
近畿圏の観光案内を行う。

・可動式の展示パネルを設けること。
・プロジェクター等で映像を投影する若しくは大型ビジョ
ンを設置すること。

- - - - - 2.7 - - - - - - - 1

情報提供コーナー
・観光客が観光情報等の情報を入手す
る。

・観光客がインターネットで情報を入手できるように、２
台のタブレット式の端末を設置すること。
・観光客がインターネットにアクセスできるよう無料の
Wifiスポットを設けること。
・観光パンフレット等が配置できるスペースを設けるこ
と。
・観光客の関心が高める展示方法とし、季節に応じ展示内
容を変更すること。

- - - - - 2.7 - - - - - - 3 -
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